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今世界は困難な瞬間を経験しています。パンデミック
は私たちの確実性に疑問を投げかけ、新しい行動を余儀
なくさせました。今まで以上に、状況の進展に応じて、準
備を整え、断固とした覚悟で対応することが不可欠です。
過去数か月間の緊急事態期間中に、イタリア政府が従業
員の健康と安全を保護するためのロックダウンを発表す
る前に、CAMP社はその活動を停止し、操業を停止しまし
た。

しかし、封鎖の困難な数週間の間でさえ、私たちは自
信や再開したいという願望を失っていませんでした。

1世紀以上の歴史とレジリエンス（回復力）に支えら
れ、常に未来を考え、しっかりとその瞬間を生きてきまし
た。私たちが現在経験していることは、健康と安全をより
注視するような、私たちの残りの人生に重要な変化をもた
らすでしょう。これらは、私たちの役割を考えると、私たち
に密接に影響を与える変更になります。健康と安全はすべ
ての人の心の中にある世界的な議題であり、CAMPは責
任と謙虚さの名の下に最前線で行動していきます。 創業
依頼130年以上にわたって支えてきた基盤にしっかりと根
を下ろしながら、さらに深く成長し、明日を考え直すこと
が求められます。

当社の企業戦略の柱のひとつであるイノベーションは、
さらに重要な役割を果たすでしょう。我々はそれを躊躇し
ません。それは、このカタログに記載されている新製品に
よって証明されています。独自のジャイロ（よじれ防止装
置）を備えた新しいRetexo衝撃吸収ランヤードは、大変
際立っています。また、墜落制止のANSI規格に適合する
新しいフルボディバージョンを含む、ツリーアクセスハーネ
スの魅力的な新しいバージョンを紹介できることを誇りに
思います。

新しいハーネスは、CAMP社オリジナルのローラー付
きアッセンダーを使用した新しいターボニーシステムアセ
ンダーをセットアップすることが出来、SRTスペシャリスト
にとって最適な選択肢です。最後に、新しいジャイロ4に
よってジャイロの可能性が拡大しました。これは、最も複
雑なリギングシナリオでも独立して回転できる4つの接続
ポイントを備えた革新的な3Dスイベルリギングプレート
です。

最高の活動を継続するために、高所にいるすべての労
働者に心からの最高の願いを送ります。CAMPはあなた
方とともにこれらの困難な時代を克服するために努めて
います。

このカタログ中の高作作業に関する技術的情報はひとつの例であり、作業を始める前にそれぞれの国や産業ごとの特別な規則および法令に従い、危険判定の度合に合わせ
て調整されなければなりません。このカタログで指摘されているテクニックは、特別な専門的教育と訓練が必要不可欠です。
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Restraint（移動制限）
アンカーポイントとハーネスの連結する長さを制限する事により、作業
者が落下する危険性のあるエリアに侵入する事を防ぐ為に使われます。

Fall Arrest（落下防止）
高所からの墜落を防止し、その衝撃を減少させるテクニックです。フルボ
ディーハーネスとエネルギー吸収機能付コネクションによって構成され
たシステムでなければなりません。

Rescue（人命救助）
パーソナルプロテクションシステムにより、自分または他の人を救助する事ができ、
救助者と要救助者、両方の落下を防止します。下降または登高により作業箇所から
安全な場所に避難する事ができます。救助システムは、1つのラインしか含みませ
ん。救助訓練中は、セーフティラインが必須です。救助システムは、全ての高所作業
において常に想定され、安全に遂行されなければなりません。

Positioning（ポジショニング）
落下のリスクを作る事なく、落下危険エリア内で作業者の安全を確保するテクニックです。バックアップコネクショ
ンとしてフォールアレストシステムが必要かどうかを考慮しなければなりません。

Rope Access（ロープアクセス）
ロープを使用して登高下降することにより、作業
場所に行き来する事ができる落下防止システムで
す。ロープアクセスシステムは、通常ワーキングラ
イン上をアッセンダーを使用することで移動します
が、ワーキングライン上のトラブルを回避するため、
フォールアレストデバイスをセットしたセーフティラ
インを併用します。

高所作業テクニック
高所作業時は、危険性、構造物、遂行する活動によって、下記の1つまたは2つ以上の選択が可能です。図解は可能な方式の型を全て網羅している
訳ではありません。※国内の使用においては、法令に則った運用が必要になります。
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